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家庭ごみ処理有料化後のごみの量と処理経費の推移について 

● ごみ収集量の推移（単位：トン）                     

 

※ 「資源ごみ」とは、空き缶・あきびん、ペットボトル、紙・布類、容器包装プラスチック、使用済み乾電

池、ビデオテープ類、廃食用油、草・葉・植木ごみ、小型家電、家庭金物、危険有害ごみを指しています。 

※ 燃やすごみ及び資源ごみには、葉山町からの可燃ごみ及び容器包装プラスチックは含まれていません。 

※ 令和４年度数値は速報値となります。 

 

 

● 集団資源回収の回収量の推移（単位：トン）                   

 

※ 令和４年度数値は速報値となります。 

  

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

燃やすごみ※ 10,301 10,154 10,062 9,955 10,010 9,782

不燃ごみ 212 231 268 260 244 222

資源ごみ※ 4,208 4,085 4,435 4,435 4,168 4,089

粗大ごみ 505 555 620 716 675 641

合計 15,226 15,025 15,385 15,366 15,097 14,734

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

紙類 2,927 2,752 2,690 2,782 2,651 2,491

布類 258 246 270 294 257 233

アルミ缶 97 94 93 97 100 98

スチール缶 64 60 58 62 59 58

家庭金物 46 38 42 49 48 51

合計 3,392 3,190 3,153 3,284 3,115 2,931
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● ごみ処理経費の推移（単位：千円）                   

 

※ 令和４年度数値は速報値となります。 

※ 端数処理を四捨五入により行っていることから、合計と内訳の計とが一致しない場合があります。 

※ 葉山町からの可燃ごみ搬入分（平成 29 年度から）及び容器包装プラスチック搬入分（令和２年度から）

の中間処理費、最終処分費を含みます。 

 

令和４年度のごみ処理経費は、葉山町との広域連携の経費を含めると約 11億 7,900 万円かか

りました。葉山町負担金として約２億 2,900 万円の収入があり、逗子市分としては約９億 5,000 

万円のごみ処理経費がかかりました。これは、ごみ１トンを収集・処理するのに 64,482 円※１を

かけ、市民１人当たり 15,938円※2を１年間に負担していることになります。 

※１ ごみ処理経費（950,073 千円）÷ごみ収集量合計（14,734t）≒64,482円 

※２ ごみ処理経費（950,073 千円）÷令和４年 10月１日人口（59,609人）（米軍家族住宅人口含む）≒15,938円 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

収集運搬費 271,947 281,222 270,615 277,946 282,071 284,759

中間処理費 579,799 580,084 577,801 651,607 686,529 784,392

最終処分費 85,553 102,078 102,671 104,318 106,769 110,222

処理及び
維持管理経費計

937,299 963,384 951,087 1,033,871 1,075,369 1,179,373

葉山町負担金 85,401 201,153 216,213 239,689 225,667 229,300

合計（逗子市分） 851,899 762,231 734,875 794,183 849,702 950,073
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● 家庭ごみ処理手数料（指定ごみ袋販売）収入のゆくえ           

【令和３年度】合計 101,307,000円 

 

【令和４年度】合計 99,717,000円 

 

指定ごみ袋の作製、販売手数料など
4,370万円（43.1％）

植木剪定枝、小型家電、びんなどの資源化
4,000万円（39.5％）

ごみ収集運搬業務委託 1,433万円（14.2％）

散乱ごみの回収、ボランティア清掃用ごみ袋の作製など

115万円（1.1％）

ネットボックスの補助、

収集カレンダーの作成など

164万円（1.6％）

ごみと資源物の出し方CUZの作成など

48万円（0.5％）

指定ごみ袋の作製、販売手数料など
4,682万円（47.0％）

植木剪定枝、小型家電、びんなどの資源化

4,000万円（40.1％）

ごみ収集運搬業務委託 928万円（9.3％）

散乱ごみの回収、ボランティア清掃用ごみ袋の作製など

117万円（1.2％）

ネットボックスの補助、

収集カレンダーの作成など

173万円（1.7％）

ごみと資源物の出し方CUZの作成など

57万円（0.6％）

注意喚起シールの作成 15万円（0.1％）


